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GFP北海道輸出セミナー&
マッチング in 札幌

北海道からの

輸出拡大のポイント

1億人ではなく

100億人を見据えた

農林水産・食品産業へ



1©Accenture 2023. All Rights Reserved. 

産地掘り起こし・輸出機運の醸成・商談機会の創出を目的としてセミナー及び国
内外の商社・バイヤーを招いた個別/グループ商談会・交流会を実施予定。

GFP北海道輸出セミナー&マッチングのコンセプト

個別/グループ商談会セミナー 交流会

新たな輸出産地の掘り起こし・
各地の輸出機運醸成

バイヤーの道産品ファンづくり・
成約に繋がる“新たな商談会”

国内外の商社・バイヤー・シェフ
等を招いたメニュー検討

• 輸出を取り巻くトピック・支援メ
ニューの解説を実施

• 北海道からの先進輸出事例
の紹介を実施

• 商社・海外バイヤーを招へいし
つつ、成約に繋がるマッチング・
ディスカッションを実施

• グループ商談と個別商談を組
み合わせて実施

• 持参頂いた産品をその場で試
食しながら、取扱に向けたメ
ニュー検討・展開方法を検討

• 多様な参加者間でのコラボ
レーションを創出
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GFP北海道輸出セミナー&マッチング in 札幌

登壇事業者様

• ホクレン農業協同組合連合会

• 北海道はまなす食品(納豆/メーカー・販売)

• 北海道エアポート(物流事業者)

• 北海道食品開発流通地興(輸出商社)

• パン・パシフィック・インターナショナル
ホールディングス(現地小売)

• PRIME STREAM ASIA
(シンガポール/輸入商社)

参加バイヤー様

• 国分北海道(輸出商社)

• SS GLOBAL(輸出商社)

• 九州農水産物直販(輸出商社)

• パン・パシフィック・インターナショナル
ホールディングス(現地小売)

• SGM(台湾：輸入/現地製パン・卸売)

• 四洲集団(香港：輸入商社)
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旭川：102名・帯広：120名と多くの事業者様に参加頂き、グループ商談では
事務局サポートの元、事業者連携での輸出戦略・プロモ・コラボ企画検討を議論。

輸出熟度に応じたマッチング ~旭川・帯広イベントの事例

個別商談

• 熟度が高く、“相思相愛”のマッチングに関し
ては、個別商談をセットして、詳細な商品
紹介・バイヤーとの輸出条件の詰めを実施

グループ商談

• 輸出未経験者等は、弊社ファシリテートの
元、複数事業者で連携したバイヤーへの商
品提案・コラボレーション企画を議論
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地域商社と連携した嗜好層向けの小ロット混載輸出モデルとミドル層向けの市場
開拓と並行した大ロット輸出商流を両輪で構築することが重要。

大ロット輸出・小ロット混載の両輪での道産品輸出拡大

小ロット・大ロット両面での輸出ルート構築を推進、相乗効果による輸出拡大を図る

物流／商流上のポイント

• 大ロット生産、または集荷・混載ルー
トを構築、海上輸送によりコストメリッ
トを確立

• 大ロット化・低コスト化により、ミドル層
の需要を開拓(有望商社・バイヤーに
よる“太い商流”の開拓が重要)

• 大都市部での集約や地方空港・地
方港LCL等の活用可能性検討によ
り手続き・コスト等のハードルを低減

• 産品発掘(輸出向け開発)・ブラン
ディングから手続き面までを商社等が
担い高級小売・外食等へ向け輸出

単一品目に
よる大ロット
輸出

中小メーカー
等による

小口・多品目
輸出

海外における
ターゲット層

富裕層
嗜好層

ミドル層

ブランド
による

裾野拡大

本物志向
への移行

品目パターン

• 単一(少数)商材によ
りコンテナを仕立てる
ことが可能な品目

➢大ロット野菜(キャ
ベツ・大根・かんしょ
等)・冷凍水産物・
畜産物等

• 少量(多商材)による
輸出品目

➢高価値野菜・ブラン
ド和牛・日本酒・加
工食品等

目標
3：7

3

7
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“出口”となる海外バイヤーを含めたチームづくりを行うことで、海外ニーズを生産・
流通へ反映できる仕組み・コーディネートする商社・輸出コンサル等の存在も重要。

輸出における“チームづくり”の重要性

産地・産品のファンになり、
自分事として販売促進

産地事務局
(産地商社等)

輸出商社

物流業者

生産者(熟度中~低)

輸入業者

海外バイヤー
(小売・外食)

流通調整・
プロモーション

産地・海外バイヤーと
連携しつつ、効率的な
生産~物流の実現

生産者(熟度中~低)

輸出先進生産者(熟度高)

輸出向け生産
・出荷調整

輸出向け生産
・出荷調整

フィードバック・商品開発・ブランディングを共同実施

兼ねるケースも

サポート(輸出向け生産~商談)

輸出物流への反映

兼ねるケースも

商品開発
・ブランディング

行政機関・研究機関

プレイヤー・
補助事業紹介

輸出コンサル

全体コーディネート
・PMO

デザイナー・PR会社 大学・研究機関

担い手育成・
研究での課題解消



6©Accenture 2023. All Rights Reserved. 

GFP北海道の総括・皆様とご一緒させて頂きたいこと

• 札幌・十勝・旭川それぞれで主要産品は異なるが、高い食への拘り・熱意を共有頂いた。各
地域での事業者間連携(原料供給・加工・観光等)も積極的に行われている

• 青果物(野菜・メロン等)・水産物(ホタテ・うに等)・畜産物・コメ等に加え、海外ニーズの見
込める小ロット品目(スイーツ・乳製品等)も多く、大ロット輸出+小ロット輸出の両輪が有望

• “オール北海道”を軸としつつ、輸出成熟国においては、札幌・十勝・旭川の地域ブランドも上
乗せすることで、産地・地域の魅力を含めた食文化の発信・インバウンドへの連携を図りたい

➢ 本年度は本省GFPで道内事業者の皆様とシンガポールイベントをご一緒したが、今回
のイベントで構築したチームでの海外プロモーションイベントにも繋げていきたい

• その際、有力な海外バイヤーを北海道に招へいして産地・産品の魅力を丁寧に伝えていくこ
とが重要であり、商談の場・メニュー検討では、今回のイベント開催に協力頂いた、札幌パー
クホテル様・北海道ホテル様とも引き続き連携させて頂きたい

• 青果加工品開発・フードテックをはじめとした地域単位での食のイノベーション拠点化、輸出
拠点化を関連事業者・大学等を巻き込む形で実施していきたい(人材育成もセット)
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道産野菜の輸出拡大に向けては、ローカルシェフと連携して日本産の強みが活き
る現地メニューへの活用・試食と生産者による産地ストーリーのプレゼンを実施。

道産野菜を活用したメニュー提案 ~GFPシンガポールイベント

• 現地ローカルシェフと連携した上で、日本産野菜の強みが活きるメニュー(イタリアン・中華
料理)を共創・提供：カルパッチョサラダ、话梅小番茄、四川泡大根、鍋メニュー等

• 日本の生産者・商社によるプレゼンを通じて産地ストーリーを訴求：ローカルバイヤー・レス
トランシェフからは多くの引き合いを頂き、今後の輸出拡大に繋げる

• シンガポールではサラダ店やヴィーガンレストランが拡大しており、販路拡大の好機

GFPシンガポールイベントでの提供メニュー(2/9)

(左) Masa Saitoシェフ
(右) Hoo Chee Keongシェフ
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皆様へのお願い

輸出に関心のある皆様
GFPへの登録・事務局へのご連絡を

お気軽にお願いします！

agri_exportation_jp@accenture.com


